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箱根温泉の歴史

　箱根は古くから温泉場として知られていた。万葉の時代、箱根山は東国と西国を分ける境とされ、山岳
修行僧の修行の場でもあった。天平10年（西暦738年）、関東一円に疱瘡がはやり、浄定坊が白山権現
を勧請し11面観音を安置修法したところ、湯本に温泉が湧き出したといわれる。
元禄時代になると、湯本、塔ノ沢、堂ヶ島、宮ノ下、木賀、底倉、芦ノ湯など箱根の七つの温泉場が箱根
七湯として知られ、江戸から片道3日、往復で6日、一つの温泉場に3泊し、7湯を巡ると21日で、合わせ
て27日間、ほぼ一ケ月の湯治となり、ゆとりの生まれた江戸の町人に一生に一度の贅沢な癒しの場とし
て親しまれた。この頃、温泉場として強羅（梵語で石の地獄の意）の名前はない。
　昭和の初めまでは例え100mのボ－リングをしても自然湧出がなければ温泉として利用できず、全て自
然湧出の温泉が使われていた（温泉、地下水の行政が近年まで井戸の口元に基準がおかれたのはそ
の頃の名残りによるもので、最近になってやっと井戸の水理水頭を基に科学的な地下水や温泉の保護
行政が展開されるようになった）。渦巻きポンプで温泉が汲み上げられるようになったのは昭和10年頃で
ある。大正８年に箱根湯本－強羅間の登山電車、大正9年に国府津－小田原間の国鉄、大正10年に強
羅－早雲山間のケ－ブルカ－が開通し、箱根山深くまでが身近な温泉地として親しまれるようになり、温
泉の利用量も増大した。大湧谷の噴気はドイツ人エルヴィン・ヘルツにより明治の中頃に大涌谷温泉治
療所としての利用を提言されたが、造成温泉として本格的に使われるようになったのは昭和の初めにな
って箱根温泉供給㈱によるものであった。その泉質は白く濁った酸性硫酸塩泉である。その後、強羅付
近に温泉がないはずがないということから深さ100mほどの掘削が何回もおこなわれたが、地表から数十
mの深さに「ザ－ザ－」音を立てて流れる地下水の流れがあって、粘土やセメントで水止めを試しても温
泉をとることが出来なかった。鉄管を挿入するなどしてやっと水止めに成功し300mの深さから温泉を汲
み上げることに成功したのは昭和25年になってからで、泉温52℃、揚湯量150リットル／分の温泉が汲
み上げられた。それ以後、強羅では次々と温泉が掘削され、箱根で温泉活動の最も盛んなところである
ことが明らかになった。

箱根火山の地震活動と温泉

　箱根火山では度々地震が起き、時には「ゴ－」という鳴動と共に地震が次々起きてやまないので人々
を不安や恐怖におとしいれる。鳴動は硬い地盤に地震波が伝わるとき空気を振動させて起きるとい言わ
れている。
図１は箱根火山を海抜０ｍの高さできった断面の温度分布（温度は温泉ボ－リング孔で調べた結果）
に、箱根火山で起きた地震の震源分布（黒丸：1959～1960年の群発地震の震源。白丸：1966～1972年
の群発地震の震源）を重ねたものである。箱根で起きる地震の大部分は100℃以上の高温地帯で起き
ていることがわかる（図１）。中央火口丘の神山を作った旧火道に沿って昇ってくる高温・高圧の蒸気が
地震を起こしていると考えられる。蒸気が運んでくる熱エネルギ－は7～10x1019エルグ／日と計算され
ているが、これはマグニチュウ－ドⅤの地震の3～5個分に相当し、そのエネルギ－の一部が箱根火山
の地震を起こしていると見ることが出来る。



　海抜0m付近で地震の多いのは火道を昇ってくる蒸気が芦ノ湖の方から流れてくる地下水とぶつかると
ころで、蒸気が体積を変える場所のためと考えられている。
　1959年の群発地震の震源の深さは海抜0mより深いところにピ－クがあるのに比べ、7年後の1966年の
群発地震の震源は海抜0mより浅いところにピ－クを持ち、浅いところで起きている（図１下の右）。つま
り、火道のエネルギ－の分布が浅部へ変わったと言える。当時、地下からマグマが上昇してきて箱根火
山が噴火するのではないかと心配された。しかしこの時発生したエネルギ－の上昇は１年掛かって強羅
や底倉の温泉の源泉の温度の30～20℃の上昇として現れた（図２）。これは箱根火山で起きる地震が温
泉と密接な関係にあることを示している。 

参考文献
日本火山学会編（1971）箱根火山 

とりきち委員　長瀬　和雄 


